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前期終了！ 10 月 12 日（木）が後期始業式！ 

朝夕に秋の気配を感じませが、まだまだ日中は暑い日が続いています。 
本日（10／６）、前期が終了しました。この半年ですが、一人ひとりができることを増や

し自信を付けてきていると感じています。それは、担任から渡した通知表に記載してありま
すので、各家庭でその成長を“認め・褒め・励まし・伸ばして”欲しいと思います。 
ここで、通知表のコメントの一部を紹介します。 

「「漢字はまだですか？」と尋ねては、「早くしたいです」とやる気をたく

さん感じた前期でした。」 

「大好きなプールで、ビート板を使って 25ｍ泳ぎ切り、友達から拍手を

もらい大満足していました。」 

「家庭学習の漢字練習ノートの文字が大きく濃く書けている日が多くなり、一生懸命に努力

していることが伝わってきます。」 

「じんざの行動を“命がけで助けた”と分かりやすい言葉で言い換え、みんなを納得させて

いました。」 

「文章を手がかりに、根拠に基づいた考えを発表し、みんなを納得させました」 

「友達のよかったことを発表する際、みんなからいつも名前が出て認められていました。」 

「遠くからでも“おはようございます”と元気に挨拶してくれました。」 等 

きっと子どもたちは笑顔で通知表を貰ったことでしょう。この短い秋休みには、学習や心
の整理をして後期の目標をしっかりともって備えて欲しいと思います。子どもたちの琴線に
触れる本や音楽、絵画等と出合う絶好の機会になることを期待しています。 
 
科学研究・発明工夫展 

 
 菊池郡市科学研究物展示会・発明工夫展がありました。これは、子どもたちが不思議に思
った科学等について、自らの予想を立て、観察や研究を通して解明していくものです。 
今回は、６年生（荒牧さん、錦戸さん）が 

それぞれ不思議に思ったことを研究しました。 
荒牧さん「汚れをとりやすい洗ざいは？」 

錦戸さん「水の色と温度の関係」 
というテーマで研究し、立派にまとめ上げました。そして、２点ともに見事「銀賞」に入賞
しました。今後も、子どもたちの科学の眼を大切にしたいと考えます。 
 
健康な歯１００％の取組       ５・６年特設教室 

 
 治療等が済み虫歯の無い児童の割合は、現在    体育館の一角に、５・６年の特設 
８７．５％です。昨年度の同時期よりもはるかに  教室が完成しましました。研究発表会 
少なく、保護者の皆様のご理解、ご協力のお陰   （10/20）が待たれます。 
です。健全な心身は“歯の健康”からです。    
この秋休みの受診をお勧めいたします。 
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進行する前に受診を！ 

みんな、
立派に、 
成長して

います！ 

よくぞ考えた！生活の中は 
不思議がいっぱいじゃな！ 



“人生は敗者復活戦！いつも、負けてから始まる！” 
 

 みなさん、この言葉をご存じでしょうか。この言葉は、今年の夏の高校野球である監督さ
んがおっしゃった言葉です。 
みなさんは、この言葉に納得されるでしょうか。大学入試や教員選考試験など、これまで

多くの失敗と挫折を味わってきた私にとっては、なるほどと納得する言葉となっています。
その監督さんは、野球人生を通じて、次のような悟りを開かれています。 
（１）名門高校の野球部に入部したが、レギュラーになれなかった。また、大学時代も同様でレギュ

ラーになれなかった。 
（２）従って、高校では“学生コーチ”になった。その理由は、野球が下手だったから。そして、部

員から推薦されて“学生コーチ”となった。その時から、“負けを自分のきっかけにしよう”
と思った。 

（３）いつも負けがきっかけで、“やるしかない”という雰囲気がチームに芽生えます。負けること
でしか学べない、勝っている時には学べないと思っているので、いつもそこ（負け）から始ま
ります。 

（４）人生は勝てることなんてほとんどなくて、だいたい負けです。野球を続ける子も続けない子も、
それぞれの人生が続いていきます。この負けを敗者復活戦のエネルギーにして、人生に臨んで
もらいたい。 

（５）敗者復活戦はこれから始まる。そのゴールは、まだまだ先にある。 

一度きりの人生ですが、常にスタートを切ることができます。何度失敗や挫折をしても、
自分が思い描くようにならなくても、新たな気持ちでスタートは切れるのです。それは、
小学生の子どもたちも、百歳を超えた方々も同じです。誰しも自分が“よし、やってみる
ぞ！”と思った瞬間がスタートなのです。 
運動も、勉強も、友達関係も、日常の中での悩みは尽きません。

そんな時に、“よし、やってみるぞ！”と一歩踏み出して欲しいと願

っています。 
そんな話を、今日の前期終業式で話したところです。 

 芋掘り開始！ 

 ６月に大田黒さん（吹田）のご指導のもと、芋の苗を植えまし
た。そして、１０月はいよいよ芋掘りの時期となります。 

そして、先日５・６年生が先陣を切って芋掘りをしたところ
です。大き過ぎず、焼き芋に最適な大きさのものが収穫できまし 
た。１１月１８日（土）の親子ふれあいフェスタの際に、東小        芋掘り 
応援団の方々にも振る舞うことができればと期待しています。 

 フラワーアレンジメント 

 ９月２７日に、県花き協会等の方々のご協力により、フラワー
アレンジメントをしました。 
「パチッ、パチッ！」                      玄関前に展示 

自分の思いのままに、はさみで切って差していきます。 
草などの葉物の次に花を差し、最後に枝などで仕上げます。みん
な、個性豊かなものに仕上げていました。 
「上手くできたし、みんなも楽しそうでよかったです。」 
「差す順番など、初めて知りました。またやってみたいです。」 
会場は満足そうな笑顔に溢れました。                製作中 

大津東小ホームページもご覧ください！ 

上手くいかない時は必ずあ
ります。そこで諦めず、次
の一歩を踏み出そう！ 

大津東小学校 検索 
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